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健康長寿のまちづくり推進事業を応援します
■�問合せ／健康課健康企画担当�☎ 24-8181

〈第43回〉

　厚生労働省によると、2025 年
には約 700 万人、65 歳以上の高
齢者の５人に１人が認知症になる
と推計されています。2017 年、
国際アルツハイマー病会議におい
て、ランセット国際委員会が「認
知症の約 35％は潜在的に修正可
能な９つの危険因子に起因する」
と発表しました。予防できる危険

因子として「高血圧」「肥満」「喫
煙」などが挙げられますが、「難
聴」が最大の危険因子とされまし
た。難聴に適切に対処することで、
積極的に認知症を予防できる可能
性があると考えられます。
　鼓膜穿

せん
孔
こう
など手術加療で改善で

きる難聴もありますが、聴力の低下
を感じたら補聴器をつけるなど適切
に対応し、脳を活性化させ、さらに
家族や友人とのコミュニケーション
を楽しむことが認知症の予防に重要
です。日本人は補聴器をつけること
に抵抗を感じる方が多く、日本補聴
器工業会の調査によると、難聴者の
補聴器装用率はデンマーク47.3％、

　本市では、地区コミュニティセン
ターで実施される「健康長寿のまち
づくり推進事業」の支援を行ってい
ます。この事業では、健康に関す
る講話や、ウォーキングなどを行
い、参加者同士の交流の機会を設
けることで、市民の健康づくりや
生きがいづくりを目指しています。
【南部地区の取り組み】
　南部地区では健康増進と運動習
慣を身に付けてもらうため、ウォー
キングの推進やグラウンドゴルフ
教室を行っています。ウォーキング
の推進では、「南部地区ウォーキン

グマップ」を作成し、南部地区の全
世帯に配布しました。ウォーキング
を通して、歴史と文化に彩られた南
部地区の魅力を再発見できるマッ
プとなっています！マップにご興味
のある人は、南部コミセン（☎24-
2011）までお問い合わせください。

【南原地区の取り組み】
　南原地区では、手頃なスポーツ、

イギリス42.4％、アメリカ30.2％
などに対して日本13.5％でした。
　日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会
では、「補聴器相談医」を認定し
てホームページに相談医の名簿を
公開しています。補聴器相談医は、
難聴者が適正な価格で適切に補聴
器を装用できるように診療と相談
を行います。難聴の程度によって
は、補聴器購入の際に障害者総合
支援法などによる助成を受けられ
ることもあります。聞こえにくさ
を感じたら、まず補聴器相談医に
ご相談ください。
　（一社）�日本補聴器� �
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〈第 101回〉

難聴は最大の認知症危険因子
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当�☎ 22-2450

【今月のドクター】
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和気あいあいのサロンの中で健康の
まちづくりに取り組んでいます。
　令和２年度に発足した「南原パー
クゴルフを楽しむ会」と共催で、7・9・
10月に地区住民を対象に大会を開催
しました。また、毎月開催のおしゃべ
りサロンに健康講座を取り入れ、い
つものサロン活動で手軽に健康づく
りが実践できるようにしています。

▲おしゃべりサロンに「ひもトレ」
の考案者を講師に招き、「ひもトレ、
バランス講話」を開催（南原地区）

▲南部地区の魅力を再発見できる
ウォーキングマップ（南部地区）


